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1 　はじめに
近年、わが国の銀行は大幅な環境変化にさらされている。一つは長きにわたる金融緩和を受け
た国内の低金利環境であり、また近年では ITの進歩とそれを受けたフィンテックの興隆に端を
発する非金融業からの金融業へのアプローチである。また、直近のコロナウイルス感染症拡大に
よる社会変革も邦銀の経営に影響を及ぼすものであろう。その中の一つである国内の低金利下は、
邦銀、特にメガバンクに再度の海外展開の拡大をもたらした。西尾（2017）では邦銀の海外展開
を追い、その特徴を整理するべくインドにおける邦銀支店の業務分析を行った。その整理では、
邦銀インド支店の資産における証券の比率が高くなっており、グローバル展開をしていても商業
銀行業務を中核としている邦銀の経営としては珍しい資産状況であったことが示された。
西尾（2017）を受けて、その資産状況の特殊さから、インドにおける邦銀を分析することで多
国籍企業としての邦銀の経営実態やその特徴、現地化と標準化の度合いなどを析出できるのでは
ないか、と考えられた。しかしその後、インド進出邦銀を取り巻く環境は様々に変化した。その
変化の一つは不良債権問題の本格化であり、もう一つはコロナウイルス感染症拡大である。
ただし、その経営環境の変化は、一方でインドにおける邦銀の状況を知る契機ともとれる。す
なわち、金融システムにストレスのかかった状況におけるインド銀行部門と邦銀支店の関係性、
特殊性や同質性、ストレス下での対応の変化などを見ることができ、邦銀のインド銀行部門にお
ける位置づけを知る一つのケースとしての有用性がそこにはある。そこで本稿では、直近の時期
までを視野にいれつつ 2010 年代のインドにおける邦銀支店の活動について整理し、インド銀行
部門における位置づけを検討する。

2 　インド邦銀支店を取り巻く環境の変化
まずは近年のインド邦銀支店を取り巻く経営環境について整理しよう。インド邦銀を取り巻く
環境は、2010 年代の後半から現在にかけて急激に変化している。その一つが邦銀自体の海外進
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出の動向である。図 1はメガバンク単体の貸出残高および貸出に占める海外部門の比率を示した
ものである。図 1からは、西尾（2017）および西尾（2021）でも指摘しているように、2000 年
代半ばには 10％台前半だったメガバンクの貸出に占める海外部門の比率が、2010 年代にかけて
上昇し、2020 年には 30％台後半にまでなっており、ここ 10 年で海外展開の重要性が増している
ことが非常によくわかる。しかし、2021 年 3 月までのデータを加えると、若干異なる様相を呈
してくる。特に顕著なのが三菱UFJ 銀行であるが、2018 年 3 月の 41.1％をピークに海外部門比
率が低下をし始め、2021 年 3 月には 36.8％とこの 3年で約 5％ほど比率を下げている。みずほ銀
行と三井住友銀行についても、2020 年 3 月までは上昇傾向であったが、2021 年 3 月には前年に
比べてそれぞれ 3.3％、3.8％の海外部門の比率の低下がみられる。この間の変化はコロナウイル
ス感染症拡大が原因であろう。わが国でもコロナウイルス感染症拡大の影響は大きかったが、感
染者数だけを見ると欧米を中心とした海外の方が影響が大きいといえる。

図 1　メガバンクの貸出残高と貸出に占める海外部門

出所：各行ディスクロージャー誌より作成。

このように 2010 年代後半には邦銀は近年まれに見るほどの海外部門のウェイトが向上してい
たが、直近では海外部門の活動は縮小を見せている。そのような中、邦銀インド支店を取り巻く
環境はどうだったのだろうか。論点の一つはインドにおけるコロナウイルス感染症拡大の影響が
あげられる。特に 2020 年度のインドはコロナウイルス感染症拡大の影響が大きく、感染者の拡
大とロックダウンの実施など、非常に厳しい局面にさらされていた 1。この意味では、直近のイン
ド支店においても厳しい影響が生じていてもおかしくない。
他方、別の影響としては長引くインド銀行部門における不良債権問題の存在がある。インド
では 2010 年代前半の銀行部門、とりわけ国有銀行における不良債権の表面化以降問題は尾を引

1	本邦においてもインド経済のコロナウイルス感染症拡大の影響については重要視されていて、岩松、田中（2020）な
どのように政府による調査、情報発信も頻繫になされていた。
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き続けており 2、そのため銀行部門は厳しい目を注がれ、その影響は現在でも残っている 3。また、
2018 年にはインフラ金融を手掛けていた IL ＆ FS が、2019 年には住宅金融大手のDHFL が破
綻し、銀行部門の不良債権問題が存在する中でインドの大手ノンバンクの連鎖破綻が生じ、2010
年代末はインド金融システムの安定性に対して大きな疑義が生じる状況であった 4。ただし、不良
債権問題が非常に大きな問題となっているのはインドの地場銀行であり、外国銀行については比
較的健全な経営が行われているため 5、ある意味では邦銀インド支店にとってはビジネスチャンス
であり、その意味では必ずしも経営環境は悪い、というだけではない。
このように、西尾（2017）の分析当時よりもさらに複雑な状況となったインドの金融市場にお
いて、海外部門の比率の高くなってきていた邦銀支店はどのような経営状況になってきているの
か。本来は中長期的な戦略の変化を検討したいところではあるが、まずはこの状況下における経
営状況について整理しておく必要がある。そのため次節以降において、インド進出邦銀のバラン
スシートと収益の状況を整理し、現状分析を行う。

3 　邦銀の資産負債構造の変化
3 ． 1 　インド銀行部門及び外国銀行の資産負債構造の変化
本節ではインド進出邦銀のバランスシートからその資産負債構造を把握することを目的として
いるが、インド進出邦銀を取り巻く経営環境を認識するためにまずはインドの銀行部門の 2010
年以降の資産負債構造について整理を行う。ここではインドの銀行部門の代表的な指標としてと
して指定商業銀行全体の資産を示した表 1から見てみよう。不良債権問題が叫ばれてはいるも
のの、安定して成長を続けるインド経済に牽引される形でこの 10 年で総資産が急増している。
2010年 3月には 60兆ルピーであった指定商業銀行全体の総資産が 2020年 3月には 180兆ルピー
と約 3倍になっている。ただし資産状況を見ていると 2010 年代前半と後半では成長のあり方に
若干違いがみられる。成長速度という意味で大きかったのは 2010 年代前半であり、2010 年の 60
兆ルピーが 2015 年には倍の 120 兆ルピーになっていた。その時の資産の内訳を見ていると、貸
出の伸びが大きく、2010 年には資産全体の 58％であった貸出は 2015 年には 61.4％となっていた。
その間、証券投資が総資産に占める比率が落ちており、2010 年の 28.7％から 2015 年には 24.7％
にまで低下していた。また、この 2010 年代前半は RBI への預金が占めるシェアが資産の 5.6％
から 3.9％へと低下していた。すなわち、公的な安定資産から貸出へと軸足が移っていたとも見
ることができる。
それに対して 2010 年代後半は資産規模の成長速度は落ち、総資産残高は 2015 年 3 月の 120 兆
ルピーから 2020 年 3 月の 180 兆ルピーへと、1.5 倍の伸びにとどまった。そして 2010 年代後半
は不良債権問題がクローズアップされていたこともあり、資産に占める貸出の比率は 2015 年の
61.4％から 2020 年には 57.2％へと低下した。それに対して国債を中心とする証券投資は若干上
昇し、総資産に占める比率は 2015 年の 24.7％から 2020 年には 26％になっていた。また、この

2	石上（2018）、404 頁。
3 	Reserve Bank of India（2021）において、指定商業銀行の不良債権比率がさらに上昇するシナリオも想定されている。
4	The Economic Times, “DHFL defaults on Rs 1,571 crore bond payments,”（https://economictimes.indiatimes.com/
markets/stocks/news/dhfl-defaults-on-rs-1571-crore-bond-payments/articleshow/70742172.cms）, “IL&FS: The crisis 
that has India in panic mode,”（https://economictimes.indiatimes.com/industry/banking/finance/banking/everything-
about-the-ilfs-crisis-that-has-india-in-panic-mode/articleshow/66026024.cms）など、現地紙を参照されたい。

5	佐藤、上野（2021）、p.187。
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間は短期金融市場での運用も増えており、短期金融市場残高が総資産に占める比率が 2015 年の
1.2％から 2020 年には 2.6％と、規模は小さいものの倍化していたのである。
貸出の内訳であるが、基本的に 1／ 3が優先部門向け貸出である。政府向けは 2010 年代は徐々
に減少傾向にあり、2011 年に貸出残高の 9.1％を占めた後、徐々にその比率を下げており、2017
年には 5.7％にまで低下していた。しかし、2018 年以降再び増加し、2020 年には貸出の 9.4％を
占めている。企業部門向け貸出は 2010 年代半ばには 59 ～ 60％程度であり続けていたが、政府
部門への貸出が増えた 2020 年には 55.9％へと急減した。証券投資の内訳は、基本的にその大部
分が国債であり、証券投資の 8割前後を占めている。しかし、2010 年代前半では国債が投資に
占める比率は 80％を切ることが多いが、2015 年以降になると 81 ～ 84％を推移しており、若干
前半と後半で投資に占める国債の比率が高まってくる。ただ、2010 年代後半には投資自体の総
資産に占める比率が低下していることもあり、基本的には国債は総資産の約 2割をほぼ安定的に
占めていたことになる。
次に指定商業銀行全体の負債を示した表 2を見てみよう。インドの指定商業銀行の負債は安定
的に 8割弱が預金であった。そのため、前述で見てきたとおり資産に占める貸出の比率が 2010
年代を通じて上昇の後下降したことを受け、指定商業銀行の預貸率は図 2に示すように 2010
年の 73.7％から 2013 年に 79.1％となった後 2016 年の 78.2％まで緩やかに低下し、2020 年には
73.7％と低下することとなった。また、2010 年代を通じて準備金および剰余金の資産規模に占め
る比率も徐々に増加している。2010 年には 6.1％であったものが、傾向的に上昇を続け、2020 年
には 7.1％になっている。こうした変化から指定商業銀行が不良債権問題を受け、その活動を抑
制的にしてきていることがわかる。

図 2　インドにおける預貸率の推移（銀行部門全体、外国銀行）

出所：Reserve Bank of India, "Statistical Tables Relating to Banks in India（STRBI）" より作成。
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表 1　インド指定商業銀行の資産残高



60 表 2　インド指定商業銀行の負債残高
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表 3　インド進出外国銀行の資産残高



62 表 4　インド進出外国銀行の負債残高
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次にインド進出邦銀の競合ないしベンチマークとなるインド進出外国銀行全体についても資産
の状況を示す表 3および負債の状況を示す表 4から見ておこう。表 3を見るとインドの外国銀行
の資産規模は 2010 年から 2014 年までと 2018 年から 2020 年にかけて、すなわち 2010 年代の前
半と終盤の 2つの時期で急激な拡大を見せており、2010 年代中頃にはその伸びは停滞している。
例えば 2014 年から 2015 年にかけて、あるいは 2016 年から 2017 年にかけては前年度から 1％前
後の増加であった。インドの銀行部門全体が 2010 年代後半には成長速度がペースダウンしてい
たことは示したが、それでも 2010 年代後半であっても 7％後半から 9％台の成長率を誇っていた
ことを考えれば、その成長ペースが時期によって比較的はっきり分かれることは面白い現象であ
る。
それでは資産の内訳についてみてみよう。資産に占める貸出の比率は 40％前後と低く、直近
の 2020 年には貸出の総資産に占める比率は 33.8％にまで低下している。最も貸出のウェイトが
高い時期である 2015 年および 2016 年であっても 43 ～ 44％という状況であった。しかもその時
期は資産規模の増加ペースが非常に落ち込んでいた時期でもあり、その中で貸出のウェイトが高
まるという状況は、機動的な資金の動きが証券投資にあるという事を示しているように思われる。
では、証券投資の総資産に占める比率はどうかというと、こちらは非常に安定的であり、2017
年を除くと 2010 年代を通じて一貫して 33 ～ 36％台で推移していた。そして 2020 年 3 月末時点
に至っては、証券投資が貸出を上回るという状況になっていた。
また 2017 年のみ証券投資が総資産に占める比率が 29.6％と急激に低下をしたがこの時期は
コール市場などの短期金融市場および RBI への預け金が合わせて 11％と大きな比率を占めてお
り、外国銀行にとって強くリスクを感じる状況であったことがうかがえる。そもそも、外国銀行
による短期金融市場への資金供給は、2010 年代前半には極めて低く、2010 年から 2014 年にかけ
ては 1％台を上回ることはなかった。通常、預金での資金調達能力の低い外国銀行はコール市場
においては資金の取り手となるためである。ところが、2015 年以降は短期金融市場での資金運
用の比率が3％台後半から6％台後半の間に上昇していた。これは負債を表した表4からもわかる。
2010 年代後半では、前半と比べて他の銀行からの借入が 1／ 3にまで低下するのである。
次に、インド進出外国銀行の資金調達構造を示す負債の状況についても表 4から見ておこう。
インドにおける外国銀行の資金調達に占める預金の比率は最も低くて 2013 年に 45.2％、最も高
くて 2018 年に 56.9％となっており、その振れ幅は大きいものの指定商業銀行と比較すると概し
て低い。その預金のウェイトも 2010 年代を通じて変化がみられる。2010 年代前半には 40％台後
半から 50％台前半であったものが、2010 年代後半になると 50％台の後半をコンスタントに維持
するようになる。現地に活動拠点を数多く持たないことの多い外国銀行にとって、活動資金に占
める預金の比率が大きくなっているという事は、現地での活動が順調であると考えてよいだろう。
ただし、2010 年代後半になって預金残高がコンスタントな増加を見せているのに対して、資産
規模の増加は不規則的であり、図 2にあるように預貸率も向上していない事から、預金を取る活
動基盤が形成されたことが安定的な商業銀行業務や運用規模の拡大につながっているかという
と、それは定かではない。
預金とは別の形で指定商業銀行と比べて非常に大きな違いがあるといえるのが資本金の役割で
ある。年によって上下はあるものの、基本的に 6～ 7％台であり、指定商業銀行の 1％前後とい
う数字と比較すると非常に大きなウェイトを占めているといえる。また、違いがあるのが引当金
等の状況である。負債残高を示す表 4のうちのその他債務という項目は、そのほとんどが引当金
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を含むその他項目となっている。これについてみると指定商業銀行が 3～ 5％であり安定した推
移を見せていたのに対し、外国銀行は 2010 年代前半にはその負債部門に占める比率は比較的高
く、かつ上昇を続けており、2010 年に 15.1％、2014 年には 18.4％となっていた。そしてその後
は増減が激しく 2016 年には 11.5％に低下したのち、2017 年に 17.2％、そして 2018 年にはまた
10.4％に減少し、コロナウイルス感染症の拡大がみられた2020年には20.4％にまで上昇していた。
引当金等を手厚く充てる必要があること自体は不良債権問題というインドの銀行部門全体に向け
られた厳しい状況と関わりがありそうであるが、その一方で引手金を充てることができていると
いうこと自体、外国銀行の経営が安定的であるともいえる。逆を言えば、不良債権問題が指摘さ
れる中で指定商業銀行全体における引当金の状況は、さらなる危機へとつながりかねない危険性
を示しているともいえる。
本項では、邦銀インド支店を取り巻く銀行部門の概観を行った。インドの指定商業銀行全体を
見ると 2010 年代を通じて資産規模を拡大し続けているが、その増加ペースは前半と後半では大
きく異なっていた。また、2010 年代前半は貸出などの伸びも大きいが、後半に入ると伸びは鈍
化し、預貸率の低下や準備金等の比率増加に見られるように、徐々に抑制的になっていったこと
がわかる。
それに対して外国銀行は資産規模の拡大ペースが一定せず、インドの指定商業銀行全体におけ
る動きとは若干異なった状況であった。また、貸出こそ資産に占める比率は安定的であるものの
大幅な伸びを見せてはおらず、2010 年代後半に預金残高が増加していたことも合わせると、預
貸率において図 2に示すようにインドの指定商業銀行全体からは置いていかれる状況となってい
る。ただし、2010 年代後半にかけてコール市場での運用が増加していたり、引当金を含むその
他債務の比率が高まっていることなどから、2010 年代後半には外国銀行全体で見るとインドに
おける経営スタンスが変化していることが予想される。
最後に、インドの銀行部門全体の状況と外国銀行の違いとを把握するため、問題となっていた
不良債権比率についてみてみよう。図 3はインドの銀行部門全体および外国銀行のグロスの不
良債権比率を示したものである。これを見るとインドで不良債権問題がクローズアップされた
2010 年代後半の銀行部門全体における不良債権比率は急増し、最大で 2018 年 3 月には 11.2％に
まで上昇していたのに対し、外国銀行の不良債権比率は一貫して 4％前半まででとどまっており、
インドの銀行部門全体とは一線を画していた。
では、このように競争環境が大幅に変化するなかで、邦銀の各行はどのような経営状況であっ
たのであろうか。次項以降でバランスシートの状況からその特徴を整理しよう。

3 ． 2 　三菱 UFJ 銀行の資産負債構造の変化
三菱UFJ 銀行はインド進出邦銀の中では最大の資産規模を誇っている。そのインドでの活動
も最も長い。西尾（2017）では、2000 年代以降の資産状況を分析したところ、投資の比率が高まっ
ており、貸出の比率が低下し、しかも短期の貸越が中心という状況を指摘したうえで、その変化
が 2006 年以降の資産規模の拡大の中で生じている事、特に 2010 年代になってから顕著な動きで
あることを指摘していた。では、その状況はどのように変わっているのだろうか。まず資産残高
であるが、2010 年と 2020 年を比較すると 560 億ルピーから 3742 億ルピーへと約 7倍の増加を
見せている。この間、外国銀行全体では 4兆 3536 億ルピーから 12 兆 6530 憶ルピーへと、イン
ドの指定商業銀行全体では 60 兆 2693 億ルピーから 180 兆 1487 億ルピーへと、それぞれ約 3倍



65

の増加を見せていたことと比べると、大幅な規模の成長といえる。その成長についてもなだらか
なものではなく、2011 年の 695 億ルピーから 2012 年に 1120 億ルピーに増加した時期と、その
後 2015 年から 2016 年に 1664 億ルピーから 1920 億ルピーに増加した時期、そして 2018 年以降
の時期（この間は毎年 400 億から 700 億ルピーずつ増加している）、と急増する時期がある。特
に直近の 2年はこれまでに見ないペースでの増加を見せている。では、その資産の内訳を見てみ
よう。
三菱UFJ 銀行の資産残高を表している表 5からは、商業銀行の中心的業務であるはずの貸出
の比率が 2000 年代には 60％台後半まで高まっていた時期はあるものの 6、2020 年 3 月時点で資
産残高の 35.4％という比率にまで低下していることがわかる。外国銀行部門が総資産の 30 ～
40％台前半の範囲で貸出をしているため、外国銀行の平均的な状況に近づいていっているという
事ができるかもしれない。もっとも、貸出の内訳を見るとその違いは大きい。2020 年の数字で
見ると、三菱UFJ 銀行の貸出はやはり短期の貸越などがほとんどであり、タームローンが 1割
以下である。外国銀行は貸出の 4割程度がタームローンであることを考えれば、短期的な運転資
金の供給などといった部分に力点が置かれているのだろうと考えられる。そうであればその活動
の状況はリスクを取った与信ではなく、顧客の海外事業をサポートするという形と見ることがで
きるだろう。もっとも、2010年代前半の貸出の資産に占める比率が5割を上回っていた時期では、
貸出に占めるタームローンの比率も 1割を上回っており、2010 年代後半に入り再び活動方針が
変更されている可能性が垣間見える。
また短期金融市場での運用も 2010 年代半ば以降急増しており、2019 年には資産の 11.3％、
2020 年には資産の 8.5％となっていた。この辺りからも運用の短期化という状況を見て取れる。
そして、証券投資の比率も上がっており、2010 年には 25％であった証券投資が 2020 年代後半に
は安定して 30％を上回るようになっている。証券投資のほとんどが国債であることを考えれば、
貸付等の短期化と合わせて、不良債権問題が目立ってきていた 2010 年代後半以降は極めてリス
ク回避的なスタンスが取られていることがわかる。地場銀行と比較するだけでなく、外国銀行全
体と比較してもよりその傾向が高いといえるだろう。
では、負債の面ではどうだろうか。三菱UFJ 銀行の負債を示す表 6を見てみよう。まず、大
きな特徴といえるのが負債に占める預金の比率の急激な上昇であろう。2010 年代前半には 20％
台から 30％台であった預金の比率が 2016 年以降増加するようになり、2020 年には 52.3％になっ
ている。金額的にも 2010 年には 220 億ルピーであったものが 2020 年には 1959 億ルピーと約 9
倍になっているのである。預金の内容での最も大きな変化は定期預金である。2010 年には定期
預金は 96 億ルピーであり、112 億ルピーであった要求払い預金よりも小さな規模であった。そ
れが逆転するのは 2012 年であり、その後要求払い預金の増加が停滞していたのに対し、定期預
金は増加を続け 2020 年には 1622 億ルピーと 16 倍にまで増加している。要求払い預金も 2017 年
以降は増加するようになったが、その差は 10 年で大きく開いてしまっている。

6	RBI, “Statistical Tables Relating to Banks in India” より。
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図 3　インドにおける不良債権比率（指定商業銀行、外国銀行）

出所：Reserve Bank of India, "Report on Trend and Progress of Banking in India" 各号より作成。
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表 5　三菱UFJ 銀行の資産残高
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表
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それに対して借入、特にインド外からの借入の比率が減少している。負債に占める借入の比
率は 2010 年代前半には増加傾向にあったが 2014 年の 41.8％をピークに減少に転じ、2020 年に
は負債に占める比率を 16％にまで低下させている。そして預金を中心に規模が拡大することで、
資金調達に占める資本金の役割も大幅に低下することになる。資本金の規模も 2015 年の 302 億
ルピーをピークに、2020 年には 221 億ルピーと落ち着き、負債に占める比率は 2010 年の 33.5％
から 2020 年の 5.9％へと大幅に低下することになっている。
先ほどの資産の分析で貸付の規模が減り、また貸付も短期での資金運用が増えている、短期金
融市場での運用も増えているという事を指摘したが、負債の状況を見ると、長期の資金といえる
定期預金で資金調達を行い、短期の貸越や短期金融市場での運用を行う形に変化しているという
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不思議な様子がうかがえる。質的な調査が行えていないため、どのように解釈すべきかは難しい
が、インドでの活動自体は拡大させていきたいものの、不安定な経営環境から、預金という資金
調達基盤を整備しつつリスク回避的な運用を行うという形ではないかとも考えられる。いずれに
せよ、この辺りの戦略的変化を分析するにはまた別の質的な調査が必要であろう。

3 ． 3 　みずほ銀行の資産負債構造の変化
ついでみずほ銀行について見てみよう。まずはその資産の状況について表 7より概観する。こ
の 10 年のみずほ銀行の資産規模の伸びは三菱UFJ 銀行以上であった。金額ベースで見ると、
2010 年には 215 億ルピーであった資産規模は、2020 年には 2218 億ルピーとなっている。最も
資産規模が増加したのは直近の 2019 年から 2020 年にかけてであり、1695 億ルピーから 2218 億
ルピーへと、約 500 億ルピーの増加を見せている。ただ、残高の伸び率で見ると 2010 年代前半
が大きく、後半には停滞していた。2010 年代前半には 2010 年から 11 年の 83％増を筆頭に 30 ～
40％の伸びを見せているのに対し、2015年以降はマイナスに転じる年もあるほどであった。ただ、
2019 年からは持ち返しており、2019 年に 24％、2020 年には 31％の伸びを見せていた。
そのような資産規模の拡大の中で生じている変化としては、一つは証券投資の比率の上昇であ
る。2010 年代には総資産の 10％台前半の年もあった証券投資が 2010 年代後半に入ると 20％台
になっていた。とはいえ、外国銀行としては低い方ではあり続けている。それに対して貸出の資
産に占める比率は高く、2010 年と 2020 年を除くと基本的に 60 ～ 70％となっていた。コロナウ
イルス感染症拡大の時期と重なるため直近の減少の理由は不明であるが、貸出が中心的な戦略
であることはうかがえる。そしてその貸出の内訳についても三菱UFJ 銀行とは異なり、比較的
タームローンが多い。2013 年、2014 年の頃には貸出の 40 ～ 50％がタームローンであり、その
比率が低下傾向を見せた 2010 年代後半であっても貸出の 2割近くはタームローンであった。ま
た、2011 年には資産の 2割を占めるなど、2010 年代初頭には比較的多かった短期市場での運用も、
2010 年代後半になると低下し、2020 年には資産に占める比率は 0.5％にまで低下している。
そしてみずほ銀行の特徴的な点といえば 2020 年に急激な資産の組み換えが生じていることで
ある。上で触れたが 2020 年には貸出が前年度の 1116 億ルピーから 942 億ルピーへと減少、資産
全体に占める比率では 65.9％から 42.4％へと低下していた。また、短期金融市場での運用も 65
億ルピーから 10 億ルピーへと、規模自体は小さいものの減少としては前年度比 -84％という変化
をしている。それに対して急激な増加を見せているのがRBI への預金である。こうした点から、
危機に備えた急激な収縮が見られるといってもいいだろう。
では、負債の面ではどのようになっているだろうか。負債を示す表 8を見てみよう。みずほ銀
行の負債面での動きは変化に富んでいる。預金残高は 2010 年代前半には非常に少なく、伸び率
も低かった。2010年こそ119億ルピーの預金を得ており、負債の55％を預金で調達できていたが、
その後をの比率は急減し、2020 年代前半には 10 ～ 20％台であった。2016 年に金額ベースで倍
近くまで預金が急増した後は、2019 年までは 30％台後半～ 40％台後半を維持していた。そして
2020 年には再び急増し 1450 億ルピー、負債に占める 65％という規模になった。もっとも、前述
したように 2020 年は特殊であると考えられる。
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表 7　みずほ銀行の資産残高
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そのような預金に頼れない状況を支えていたのが資本である。みずほ銀行インド支店の資本金
は、2010 年に 64 億ルピーであったものが 2011 年に 304 億ルピーへと急増し、その時期の負債
の 77％を占めるほどであった。その後資産規模の拡大の中で資金調達に占める資本のウェイト
も低下はしたものの、長らく負債の2～3割を支え続けていた。剰余金の比率も2010年代には徐々
に増加していた。そして資本と同時に、預金の少ない状況を支えていたのが借入であった。基本
的にはインド外からの借入が中心であったが、2010 年代後半に入るとインド国内の銀行からの
借入も行うようになっていた。しかし、やはり 2020 年に入りインド国内外を問わず借入は急減
し、特にインド国内からの借入はほとんどなくなってしまった。このように、みずほ銀行の負債
の状況は変化が大きかったが、基本的に 2010 年代後半には預金での資金調達が増えるようになっ
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てきており、銀行としてのあり方が変わってきている様に見受けられる。こちらもまた、質的な
調査が必要となるが、データからも 2010 年代前半と後半には違いがあることがわかる。

3 ． 4 　三井住友銀行の資産負債構造の変化
西尾（2017）でも触れているが、三井住友銀行は上述した 2行とは異なり、2013 年からイン
ドに再進出しているため、2010 年代前半のデータが無く、前後の比較ができない。したがって、
ここでは再進出以降の状況について概観を行うこととする。
まずは表 9から三井住友銀行のインド支店の資産状況について見てみよう。当然ではあるが、
再進出した 2013 年と比較すると資産規模は大幅に伸びているが、進出後の資産規模の拡大は一
旦2017年で止まっている。2013年に109億ルピーであった資産規模は2017年には1394憶ルピー
にまで拡大していた。この時点での三菱UFJ 銀行の資産規模が 1998 億ルピー、みずほ銀行の資
産規模が 1297 億ルピーであったが、再進出をした三井住友銀行はわずか 4年でみずほ銀行の規
模を抜き、三菱UFJ 銀行の 7割近くにまで迫っているのである。その後資産規模は安定し、み
ずほ銀行に再び抜かれるものの、2020 年には前年から 1.7 倍近く、金額にして 100 億ルピーの急
拡大を見せ、2020 年には 2492 億ルピーとなり、再びみずほ銀行を抜く規模となっている。
その資産の内訳だが基本的には貸出が最も大きい。といっても資産全体の 35 ～ 50％程度を占
めるだけである。そしてその貸出形態も基本的には短期のローンであった。ただし 2020 年には
タームローンが急増しており、短期の貸出の倍以上、貸出全体の 6割以上の比率を占めるという
状況になっている。そして証券投資はというとこちらは基本的には 20 ～ 40％の範囲で推移して
おり、2020 年には 693 億ルピー、資産全体に占める比率としては 28％となっている。ただ、他
の邦銀が証券投資のほとんどを国債に向けているのに対し、三井住友銀行の場合は国債は証券投
資の半分強であり、その他の投資が多くなっているという事である。この辺りは他行との違いと
いえよう。そして、2017 年や 2020 年のように、突然RBI への預金が資産の 2割を超す年が見ら
れる。この時期はいずれも資産規模が拡大している時期であるため、活動の拡大に向けての準備
であるのかもしれない。だが 2020 年はコロナウイルス感染症の拡大の影響も大きく、この数字
だけではどういった意図であるのかは読み取れない。
翻って、負債について表 10 から見てみよう。当然であるが再進出したての頃は資本の比率が
大きい。2013 年には資金調達の 99％が資本であり、その後も資本が資産全体に占める比率は
2014 年に 65％、2015 年に 59％であった。2016 年以降はその比率は低めに安定するものの、そ
れでも20～ 30％台でとどまっている。預金はというと、2014年に42億ルピーの預金を得ており、
負債の 25％を預金で調達するようになり、その後負債に占める預金の比率は上昇を続け、2017
年以降は 60％前後で安定している。そしてその預金の多くは定期預金で受け入れており、安定
した資金調達ができているといえる。その分、借入の比率は低く、再進出以降 10％を超えるこ
と自体なかったものの、2019 年以降は負債全体の 1％台でとどまっている。
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表 9　三井住友銀行の資産残高
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表 10　三井住友銀行の負債残高

ここまで邦銀インド支店の資産負債の状況を見てきたが、最後に 3行の預貸率の推移のみ示し
ておこう。本来、現地支店が少なく、広く預金を受け入れないことが多い外国銀行の預貸率は、
現地銀行であったり、外国銀行の本国における預貸率と比較するものではない。とはいえ、預金
を受け入れ、貸出を行うということは商業銀行の基礎であるし、商業銀行業務を軸に国際展開を
行うことを基本方針としてきた邦銀であるため、その数字自体は今後の何らかの指針となると考
え、示しておく。
既に述べているが、邦銀のインド支店は預金が少なく、貸出は比較的に行っている。そのた
め邦銀の預貸率の推移を示す図 4を見てもわかる通り 2010 年代の前半には預貸率が 100％を超
えることが多かった。しかし、その後預金が増加したり証券投資が増加したりと、各行ともに
2010 年代後半に入り方針の変更があったかのような資産負債の状況変化が生じており、結果と
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して預貸率が 100％を切ることが増えた。預貸率が 100% を切るのは三菱UFJ 銀行では 2015 年
から、三井住友銀行は 2016 年から、みずほ銀行は 2020 年になってではあるが、2020 年の時点
では三菱UFJ 銀行が 68％、みずほ銀行が 65％、三井住友銀行が 75％となっている。
わが国では長引く金利低下から預貸率の低下が問題になっていた。それは邦銀の基本戦略が預
貸業務を軸にしていたため、金利低下と預貸率の低下は収益率の低下につながるためである。で
は、邦銀のインド支店はどうだったのであろうか。節をあらため、収益状況について見ていこう。

図 4　邦銀インド支店の預貸率の推移

（以下、次号）
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